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平塚市の人口と世帯数
＜平成２５年２月1日現在（   ）内は前月比＞

人　口 ２５８,997人…（−1８２）
世帯数 10５,3４４世帯…（−４9）
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No.978

　温室で耳かきの綿を使って、こんもりと
花を付けるシネラリア（サイネリア）の授粉
作業をする、大住中学校の生徒の皆さん。
違う色の花に授粉させないよう、一つ一つ
気を付けながら作業に取り組みます。
　彼らは、田村にある「ガルテン湘南」で、
花農家の仕事を体験しています。
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て
色
を
分
け
て
い
る
と
思
う
？
﹄

﹃
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
は
ど
っ
ち
を

使
う
の
？
﹄と
聞
い
て
考
え
さ
せ

ま
す
﹂と
上
田
さ
ん
。﹁
教
え
た
事

を
自
分
の
口
で
説
明
さ
せ
、
確
実

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
ん
で

す
﹂。ト
レ
ー
の
返
却
場
所
や
テ
ー

ブ
ル
、
い
す
な
ど
、
生
徒
は
考
え

な
が
ら
掃
除
し
て
い
ま
し
た
。

　
ル
ー
の
手
際
に
感
心

　

４
人
は
掃
除
を
し
た
り
自
分
た

ち
の
昼
食
用
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

作
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
接
客
も
体

験
し
ま
し
た
。
右
の
写
真
で
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
の
入
っ
た
紙
袋
を
お
客

さ
ん
に
手
渡
し
て
い
る
の
は
、
竹

　子どもたちの生き方や、将来への意識を
育む「キャリア教育」というプログラムがあり
ます。今回は、大住中学校１年生の職場体
験と、日産自動車のデザイナーが講師となる、
なでしこ小学校の出前授業を紹介します。

　北図書館では、４人が本の貸し出
しや返却、棚への配架などを体験し
ました。
　「本が好きで、本と関わりが持て
る仕事がしてみたかった」と話す坂
路優香さん（右写真）。カウンターで
言われた「ありがとう」が嬉しかった
と笑顔を見せます。
　カウンター前の棚では、広沢友貴
さん（下写真）が本やCDを配架。「本
の番号を覚えるのが大変でした」。

　吹奏楽部の比嘉美優
さん（左）と竹田美穂さ
ん（右）は宝町のヨネザ
ワ楽器で仕事を体験し
ました。
　２人はオイルや布を
使って、ギターのメン
テナンスにチャレン
ジ。「ギターは普段は触
らないけど、メンテナ
ンスは面白いね」「今度
は自分のパートの楽器
もメンテナンスしたい
よね」。

　総合公園内のふれあい
動物園では、動物好きな
石堂舜

しゅん

さん（左写真）ら４
人が仕事を体験しまし
た。ウサギやモルモット
のエサやり、ヤギの乳搾
り、ヒツジやブタのフン
掃除などに取り組んだ４
人。石堂さんは「エサや
りも、分量をきちんと
量って揃えるのが大変で
した」と話していました。

 　
﹁
こ
こ
拭
こ
う
か
？
﹂﹁
緑
色
の

布
巾
を
使
う
ん
だ
っ
て
﹂。

　

ラ
ン
チ
タ

イ
ム
を
過
ぎ

て
も
な
お
混

み
合
う
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド

伊
勢
原
店
。

突
然
登
場
し

た
可
愛
い
４
人
の
店
員
を
見
て
、

周
り
の
客
が
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

中
学
生
が
働
く
大
人
た
ち
と
触

れ
合
い
、
実
際
に
仕
事
を
体
験
す

る﹁
職
場
体
験
﹂。
城
所
の
大
住
中

学
校
で
は
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
保

育
園
な
ど
29
カ
所
の
職
場
で
、
計

125
人
が
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
伊
勢
原
店
の
社

員
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
上
田
恭
子
さ

ん（
写
真
）は﹁
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は

人
の
成
長

を
応
援
す

る
会
社
。

生
徒
さ
ん

は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
や
お
も
て
な
し
の
心
な
ど

を
学
ん
で
、
成
長
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
﹂と
、
期
待
し
ま
す
。

　
え
る
こ
と
を
大
切
に

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
は
、﹁
は
い
﹂

で
受
け
答
え
が
終
わ
る
質
問
を
し

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
教
育
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
﹁
例
え
ば
掃
除
の
時
は
、
衛
生

管
理
の
た
め
食
品
の
触
れ
る
と
こ

ろ
は
ピ
ン
ク
、
触
れ
な
い
と
こ
ろ

は
緑
色
の
布
巾
を
使
い
ま
す
。
生

徒
さ
ん
に
説
明
し
た
後
、﹃
ど
う
し

　

大
住
中
学
校
の
職
場
体
験
全
体

を
取
り
仕
切
る
、
１
年
生
の
学
年

主
任
の
遠
藤
誠
二
先
生
。﹁
職
場
体

験
で
は
、
生
徒
の
真
剣
な
表
情
に

驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
﹂

と
、
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

普
段
は
ひ
ょ
う
き
ん
な
子
が
真

面
目
な
顔
で
仕
事
を
し
て
い
た

り
、
お
と
な
し
い
子
が
ひ
た
む
き

に
頑
張
っ
て
い
た
り
…
…
。
職
場

体
験
で
生
徒
が
見
せ
る
、
学
校
と

は
違
う
一
面
に
、
は
っ
と
さ
せ
ら

れ
る
の
だ
と
言
い
ま
す
。

　
﹁
職
場
体
験
は
、
仕
事
を
体
験

す
る
事
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
徒
が
自
分
の
生
き
方
を

考
え
る
授
業
の
一
環
な
ん
で
す
﹂

と
遠
藤
先
生
。﹁
初
め
に
生
徒
に
自

分
の
目
標
と
す
る
生
き
方
を
考
え

て
も
ら
い
、
次
に
、
そ
の
目
標
に

た
ど
り
着
く
に
は
ど
ん
な
方
法
が

あ
り
、
何
を
勉
強
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
を
考
え
ま
す
。
将
来
へ
の

目
標
を
持
っ
た
上
で
、
実
際
に

中
学
生
が

仕
事
を
体
験

生
き
方
を
考
え
る
大
住
中
学
校
の
ケ
ー
ス

内
秀
太
さ
ん
で
す
。
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
の
竹
内
さ
ん
を
ク
ル
ー

（
店
員
）が
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
見
守

り
ま
す
。
竹
内
さ
ん
は﹁
ク
ル
ー

は
皆
、
お
客
さ
ん
を
待
た
せ
な
い

よ
う
に
手
際
よ
く
商
品
を
袋
に
入

れ
て
い
た
﹂と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

実
習
を
終
え
た
４
人
は﹁
清
潔

に
し
て
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
し
て
い
た
﹂﹁
掃
除
方
法
や
接

客
マ
ナ
ー
が
勉
強
に
な
っ
た
﹂﹁
お

店
の
人
の
気
配
り
が
分
か
っ
た
﹂

な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
﹁
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
緊
張
し

て
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
﹂と
笑
う
４
人
。

短
い
け
れ
ど
、
充
実
し
た
職
場
体

験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「ありがとうございました、またお越しく
ださい」「はい、ありがとう」↖

考

ク
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小
学
生
の
職
業
観
を
育
む

プ
ロ
の
描
い

た
絵
っ
て
す

ご
い
ね
！

　
﹁
色
の
使
い
分
け
が
す
ご
い
ね
﹂﹁
こ

ん
な
に
リ
ア
ル
に
描
け
る
ん
だ
﹂。

　

日
産
自
動
車
の
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
様
子
に
、
歓
声
を
上

げ
る
子
ど
も
た
ち
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
子

ど
も
の
描
い
た
車
の
絵
を
元
に
、
パ
ス

テ
ル
や
マ
ー
カ
ー
で
素
早
く
描
き
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
月
30
日
に
な
で
し
こ
小

学
校
で
実
施
さ
れ
た﹁
日
産
デ
ザ
イ
ン

わ
く
わ
く
ス
タ
ジ
オ
﹂で
の
１
コ
マ
で

す
。
子
ど
も
の
職
業
観
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
し
た
日
産
自
動
車
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
こ
の
日
は
５
年
生
78
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
歴
12
〜
14
年
の

ベ
テ
ラ
ン
３
人
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る

ま
で
の
熱
い
思
い
や
仕
事
の
楽
し
さ
が

語
ら
れ
た
ほ
か
、
車
の
モ
デ
ル
を
作
る

工
程
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー

に
思
い
を
説

明
し
た
よ

　
﹁
授
業
を
通
し
て
、
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
﹂と
目
を
輝
か
せ
る
、

日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ザ
イ
ン
本

部
の
西
田
有
志
さ
ん
。﹁
ス
ケ
ッ
チ
を
す

る
と
き
に
重
視
す
る
の
は
、
子
ど
も
と

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
﹂と
語
り
ま
す
。

　

描
い
て
い
る
途
中
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
は

﹁
こ
の
車
に
は
ど
ん
な
機
能
が
あ
る
の
﹂

﹁
ど
う
し
て
こ
の
色
を
選
ん
だ
の
﹂﹁
こ

の
形
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
﹂

な
ど
と
子
ど
も
に
質
問
し
、
子
ど
も
は

絵
に
込
め
た
思
い
を
説
明
し
ま
す
。

　
﹁
今
ま
で
無
口
だ
っ
た
子
が
、
こ
の

体
験
を
き
っ
か
け
に
よ
く
話
す
よ
う
に

な
っ
た
、
と
先
生
が
驚
く
事
も
あ
り
ま

す
よ
﹂と
ほ
ほ
笑
む
西
田
さ
ん
。
自
分

の
意
見
を
人
に
伝
え
る
体
験
が
、
子
ど

も
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
る
の
だ
と

言
い
ま
す
。﹁
実
際
の
仕
事
で
は
、
自
分

の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
が
通
ら
な
い
場
合

も
多
い
で
す
よ
ね
。
子
ど
も
に
は
、
自

分
と
違
う
考
え
の
人
を
認
め
る
こ
と

も
、
併
せ
て
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
﹂。

車
の
作
り
方

が
よ
く
分
か

り
ま
し
た

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
０
８
年
９

月
か
ら
、
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
神
奈
川
県
内

と
東
京
都
内
の
一
部
で
実
施
さ
れ
、
今

年
度
は
27
校
・
約
２
７
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
平
塚
市
内
で
も
こ
れ
ま
で

に
吉
沢
、
港
、
松
原
、
な
で
し
こ
の
４

小
学
校
が
体
験
し
て
い
ま
す
。
５
年
生

で
は
産
業
を
学
ぶ
た
め
、
平
塚
市
内
の

ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
が
、
天
沼
に
あ
る

日
産
車
体
で
、
工
場
見
学
を
し
て
い

ま
す
。﹁
カ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
も
併

せ
て
知
る
こ
と
で
、
デ
ザ
イ
ン
と
車
づ

く
り
の
関
連
性
が
よ
り
深
く
理
解
で
き

ま
す
﹂と
西
田
さ
ん
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
講
師
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。﹁
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か

け
や
、
な
る
ま
で
の
道
の
り
を
説
明
す

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
点
。
子
ど
も
の
自
由
な
発

想
に
創
造
性
が
刺
激
さ
れ
る
点
な
ど
、

得
る
も
の
は
大
き
い
﹂と
西
田
さ
ん
。

　

こ
の
日
の
授
業
の
最
後
に
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
語
っ
た﹁
今
は
ま
だ
、
自
分
の

夢
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
子
も
多
い
か

も
し
れ
な
い
。
自
分
が
好
き
な
こ
と
や

楽
し
い
と
思
う
こ
と
に
、
誰
に
も
負
け

な
い
く
ら
い
真
剣
に
打
ち
込
ん
で
、﹃
自

分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
夢
﹄を
起
こ
そ

う
﹂と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
な
で
し

こ
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

日
産
デ
ザ
イ
ン
わ
く
わ
く
ス
タ
ジ
オ

そ
の
仕
事
を
体
験
し
に
行
く
ん

で
す
﹂。

　

大
住
中
学
校
で
は
職
場
体
験
の

ほ
か
に
も
、
企
業
の
社
長
な
ど
を

招
き
講
演
会
を
開
い
た
り
、
高
校

見
学
を
し
た
後
に
そ
の
学
校
の
案

内
を
作
っ
た
り
し
、
就
業
や
進
学

へ
の
意
識
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
段
階
で
学
習
進
め
る

　

同
校
で
は﹁
総
合
的
な
学
習
の

時
間
﹂を
使
っ
て
、
１
年
生
で
職

場
体
験
を
し
ま
す
。
事
前
学
習
・

職
場
体
験
・
事
後
学
習
の
３
段
階

を
踏
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
生
を
担
当
す
る
今
井
信
之

先
生
は﹁
生
徒
に
と
っ
て
職
場
体

験
は
、
普
段
接
す
る
こ
と
の
な
い

大
人
と
話
す
、
ど
き
ど
き
す
る
体

験
﹂と
説
明
し
ま
す
。﹁
職
場
体
験

を
通
し
て
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
仲
間
と
協
力
す
る

こ
と
を
学
び
、
問
題
を
解
決
す
る

力
を
培
っ
て
ほ
し
い
﹂と
、
狙
い

を
語
り
ま
す
。

　

事
前
学
習
で
は
、
職
場
体
験
に

協
力
し
て
く
れ
る
事
業
所
の
中
か

ら
、
生
徒
が
行
き
た
い
業
種
を
選

び
ま
す
。
受
け
入
れ
先
が
決
ま
っ

た
ら
自
己
紹
介
の
手
紙
を
書
き
、

自
分
で
体
験
先
に
連
絡
を
取
り
ま

す
。当
日
の
ル
ー
ト
確
認
も
兼
ね
、

実
習
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
受

け
入
れ
先
と
打
ち
合
わ
せ
ま
す
。

　

実
習
当
日
は
、
１
年
生
の
担
任

の
先
生
が
、
各
職
場
へ
生
徒
の
様

子
を
確
認
に
回
り
ま
す
。

　
校
を
地
域
に
開
く

　

事
後
学
習
で
は
、
体
験
し
て
学

ん
だ
事
を
ま
と
め
、発
表
し
ま
す
。

壁
新
聞
を
作
っ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

で
発
表
用
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
り

…
…
。
中
に
は
ク
イ
ズ
形
式
で
学

ん
だ
内
容
を
発
表
す
る
グ
ル
ー
プ

（
上
写
真
）も
あ
り
ま
す
。

　

ま
と
め
た
内
容
は
全
体
を
６
つ

に
分
け
た﹁
ゼ
ミ
﹂で
発
表
し
、
特

に
上
手
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
グ

ル
ー
プ
は
学
年
全
体
の
前
で
発
表

し
ま
す
。

　
﹁
学
年
で
の
発
表
に
は
、
保
護

者
の
方
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
事

業
所
も
招
待
し
ま
す
﹂と
遠
藤
先

生
。
学
校
を
、
広
く
地
域
の
方
に

開
い
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　キャリア教育は
「生きる力」を育む
教育です。将来、
社会の中でどう生
きて、どんな役割
を担っていくの

か。より充実した「生き方」につい
て、学校教育全体の中で取り組ん
でいます。
　子どもが社会と触れ合うこと
は、学校で学んでいることと将来
とのつながりを意識する、大切な
体験です。例えば小学校の市内巡
ぐりや、企業の出前授業、工場見
学なども大切なキャリア教育で

す。企業が社会貢献活動として教
育へ関わり、子どもと職業人が触
れ合う機会をつくっていただいて
いることに感謝しています。
　平塚市では校外学習を推進し、
小学校３〜５年生で必ず、外に出て
「本物の社会や自然に触れる」体験
をしています。本物に触れる体験
は子どもたちの心を動かします。
　中学校では体験活動に焦点を当
て、職場体験や職場見学を全校で
実施しています。そのほかにも各
学校では自主的に、さまざまな取
り組みをしています。

問　指導室☎３５–8120

教育委員会指導室　五十嵐俊也指導主事

４
人
は
洋
菓
子
店
で
職
場
体
験
。
イ

ラ
ス
ト
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
形
式
で
発

表
を
ま
と
め
て
い
ま
す

↙

　授粉作業（表紙）の後は、シネラリアの枯れ葉を取る作業を体験した４人。
　花が好きで、家でもシクラメンなどを育てている稲葉星蘭さん（右から2番目）
は「お花を長持ちさせるこつを知りたいな」。虫や花が好きな磯崎栞さん（右端）は
「冬にどんな花を育てているのか知りたい」。ガルテン湘南の高橋昇さんは「花農
家はとても夢のある仕事。子どもたちが農業の魅力をどう感じてくれるのか、毎
年楽しみにしています」と、笑顔で話していました。

３

学
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駅西口第３駐輪場が（
寺
田
縄
457
―
５
）。
市
内
在
住

の
方
30
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
３
月
３
日（
日
）午

前
９
時
か
ら
農
の
体
験
・
交
流
館

☎
58
―
５
２
０
１
へ
。

親
子
で
体
験
！　

花
の
触
れ

合
い
教
室

　

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
植
木
鉢
を
作
っ
た

り
、
市
内
の
花
農
家
で
花
の
収
穫

体
験（
写
真
）を
し
た
り
し
ま
す
。

　

３
月
29
日（
金
）午
前
９
時
～
正

２
―
21
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１

２
４
へ
。

﹁
相
続
﹂と﹁
遺
言
﹂の
基
礎
知

識
を
学
べ
ま
す

　

基
礎
知
識
か
ら
税
金
ま
で
、
税

理
士
が
説
明
し
ま
す
。
１
歳
以
上

の
未
就
学
児
の
保
育（
４
人
ま
で
）

が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
24
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
50
人

（
先
着
順
）。

募　

電
話
・
メ
ー
ル
で
、
必
要
事

項
・
保
育
の
有
無
を
、
市
民
情

報
・
相
談
課
☎
20
―
５
７
７
５

jousou@

へ
。

春
野
菜
を
栽
培
し
よ
う

　

春
に
植
え
る
野
菜
の
栽
培
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
ま
す
。

　

３
月
24
日（
日
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
農
の
体
験
・
交
流
館

は
１
回
１
３
０
０
円
②
午
後
１
時

～
５
時
は
１
回
１
５
０
０
円
③
午

後
５
時
30
分
～
９
時
30
分
は
１
回

１
８
０
０
円
。

募　

３
月
12
日（
火
）～
22
日（
金
）

に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
文
化
・
交

流
課
☎
32
―
２
２
３
５
へ
。
18
日

（
月
）・
21
日（
木
）は
休
館
で
す
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
平
塚
の
文
化

資
源

　

横
内
・
田
村
の
史
跡
コ
ー
ス
を

歩
き
ま
す
。
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
で
は
同
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

３
月
24
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
正
午
。
約
４
・
８
㌔
㍍
。
荒
天

の
場
合
は
中
止
。
神
奈
中﹁
田
村

車
庫
﹂バ
ス
停
に
集
合
。
300
円
。

中
学
生
以
下
は
無
料
。

募　

は
が
き
で
、
コ
ー
ス
名
・
全

員
の
必
要
事
項
を
、
３
月
17
日

（
日
）ま
で
に
、
〒
254
―
0051
豊
原
町

■

問
＝
問
い
合
わ
せ
　
募
＝
応

募
方
法（
応
募
が
必
要
で
す
）

■
必
要
事
項
と
あ
る
場
合
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
へ
の
郵
便
物
は
、

〒
254
―
8686
平
塚
市
役
所
○
○
課
で

届
き
ま
す
。

■
募
集
開
始
日
の
記
載
が
な
い
場

合
、
３
月
4
日（
月
）午
前
8
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
メ
ー
ル
の
応
募
の
場
合

@

以

下
にcity.hiratsuka.kana

gaw
a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

JAビルかながわ
市民活動センター
消費生活センター（ ）

松原分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室くれよん

中央公民館

市役所・消防署
教育会館
青少年会館（青少年課）
中央図書館

美術館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつかアリーナ

保健センター

新館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR 平塚駅

駅前市民
窓口センター

応
募
方
法

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

郵
送･

フ
ァ
ク
ス･

メ
ー
ル

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

氏　
　

名

住 

所

往
復
は
が
き

返 信 往 信

記
入
例

食
育
推
進
会
議
委
員

　

地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
活
動
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
市
食
育
推
進
計

画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
計
画

の
進
み
具
合
や
、
施
策
な
ど
を
審

議
し
ま
す
。

　

２
人
以
内（
選
考
）。
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
。
次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
方
①
市
内
に
１
年
以
上
在

住
し
て
い
る
20
～
75
歳
の
方（
４

月
１
日
現
在
）②
市
職
員
、
議
員
、

市
の
他
の
付
属
機
関
の
委
員
な
ど

で
は
な
い
③
平
日
に
年
２
回
程
度

開
く
会
議
に
出
席
で
き
る
④
出
席

や
議
事
進
行
に
介
助
が
必
要
な
場

合
は
自
ら
そ
の
準
備
が
で
き
る
。

募　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
や
市
ウ
ェ

ブ
に
あ
る
応
募
用
紙
・
応
募
動
機

費
負
担
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募　

電
話
で
、
３
月
１
日（
金
）～

14
日（
木
）に
、
び
わ
青
少
年
の
家

☎
59
―
０
８
７
１
へ
。

市
民
病
院
行
き
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
車
内
広
告

　

大
神
～
市
民
病
院
間
を
走
行
し

て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
車
内

↓

↓

に
、
広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

広
告
は
Ａ
3
判
６
枠（
先
着

順
）。
広
告
下
段
に﹁
平
塚
市
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
応
援
し
ま
す
！
﹂と

い
う
言
葉
を
入
れ
ま
す
。
掲
載
料

は
１
枠
当
た
り
月
１
０
０
０
円
。

掲
載
期
間
は
月
単
位
で
最
長
12
カ

月
で
す
。

募　

広
告
案
と
、
市
ウ
ェ
ブ
に
あ

る
申
込
書
を
直
接
、
本
庁
舎
４
階

の
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
☎
21
―
８

７
８
１
へ
。

文
化
サ
ロ
ン
の
利
用
団
体

　

市
内
で
活
動
す
る
10
人
以
上
の

教
養
・
芸
術
・
生
活
文
化
サ
ー
ク

ル
は
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
の
文
化

サ
ロ
ン（
３
室
）を
利
用
で
き
ま

す
。
10
月
～
平
成
26
年
3
月
分
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

①
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

午
。
青
少
年
会
館
と
市
内
の
花
農

家
。
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
20
人（
抽
選
）。500
円
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
教
室
名
・
全
員

の
必
要
事
項
・
子
ど
も
の
学
年
を
、

３
月
18
日（
月
）ま
で
に
、
〒
254
―

0041
浅
間
町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32

―
７
０
２
９
薨
31
―
１
４
４
１

seishonen@

へ
。

水
と
光
と
緑
の
散
歩
道
で
、

春
を
満
喫

　

市
内
の
自
然
や
施
設
な
ど
を
巡

る﹁
や
す
ら
ぎ
回
廊
﹂の
一
つ
で
あ

る﹁
水
と
光
と
緑
の
散
歩
道
﹂を
歩

き
ま
す
。
美
術
館
や
博
物
館
な
ど

を
回
り
ま
す
。

　

３
月
27
日（
水
）午
後
０
時
45
分

～
４
時
15
分
。八
幡
山
公
園
集
合
、

博
物
館
解
散
。
雨
天
の
場
合
は
美

術
館
と
博
物
館
だ
け
に
な
り
ま

す
。
健
康
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
で
き
る
小
学
生
以
上
の
方
20
人

（
抽
選
）、
小
・
中
学
生
は
保
護
者

１
人
同
伴
に
つ
き
２
人
ま
で
。
飲

時
～
正
午
。
１
５
０
０
円
。
は
さ

み
な
ど
。

⑤
囲
碁　

月
３
回
、
金
曜
日
、
午

前
10
時
～
正
午
。
２
３
０
０
円
。

子
ど
も
向
け

⑥
お
さ
ら
い
教
室　

１
コ
マ
だ
け

で
も
受
講
で
き
ま
す
。
事
前
に
保

護
者
と
講
師
が
面
談
し
て
進
め
方

に
反
映
し
ま
す
。
月
４
回
、
午
後

４
時
30
分
～
５
時
10
分
・
５
時
20

分
～
６
時
。
３
０
０
０
円
ⓐ
小
学

校
３
・
４
年
生
の
算
数
・
国
語
、

火
曜
日
ⓑ
小
学
校
５
・
６
年
生
の

算
数
・
国
語
、
木
曜
日
。

⑦
書
道　

小
学
生
。
月
４
回
、
水

曜
日
、
午
後
３
時
～
５
時
。
３
０

０
０
円
。
習
字
道
具
。

募　

往
復
は
が
き
で
、
教
室
名
・

必
要
事
項
・
年
齢
を
〒
254
―
0073
西

八
幡
１
―
３
―
２
―
２
生
き
が
い

事
業
団
☎
33
―
２
３
３
５
へ
。

子
ど
も
英
語
教
室

　

歌
や
工
作
、
ゲ
ー
ム
で
英
語
に

親
し
み
ま
し
ょ
う
。
英
語
独
特
の

抑
揚
や
リ
ズ
ム
の
取
り
方〝
チ
ャ

ン
ツ
〟も
体
験
し
ま
す
。

　

４
月
６
日
～
27
日
の
土
曜
日
、

全
４
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

45
分
。
青
少
年
会
館
。
市
内
在
住

の
小
学
校
１
・
２
年
生
20
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。
筆

記
用
具
・
色
鉛
筆
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
教
室
名
・
必
要

事
項
・
氏
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
・

学
年
・
過
去
の
参
加
経
験
の
有
無

を
、
３
月
22
日（
金
）ま
で
に
、
〒

254
―
0041
浅
間
町
12
―
41
青
少
年
課

☎
32
―
７
０
２
９
薨
31
―
１
４
４

１

seishonen@

へ
。

渋
田
川
の
華
麗
な
桜
を
撮
影

し
ま
せ
ん
か

　

４
月
７
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
に
開
か
れ
る
渋
田
川
桜
ま

つ
り
と
、３
日（
水
）～
７
日（
日
）、

午
後
６
時
～
９
時
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
桜
並
木
の
写
真
が
撮
影
対

象
で
す
。

　

サ
イ
ズ
は
２
Ｌ
～
６
Ｐ
Ｗ
。
１

人
３
枚
ま
で
。
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
６
月
中
旬
に
本
庁
舎
１
階

市
民
ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
す
。

募　

郵
送
ま
た
は
直
接
、
応
募
作

品
の
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
入

　４月28日（日）・29日（祝）、総合公園で開く緑化まつりで、
イベントの参加者を募集します。
①コンテナガーデンコンテスト
　緑化まつりの来場者にすてきな寄せ植えを披露しません
か。４月28日午前に製作、午後に展示・審査をします。
　市内在住・在勤・在学の方20人（抽選）。１,000円。50㌢
四方程度のコンテナ・シャベル・軍手など。
②野外ステージの出演者
　代表者が成人で、市内在住・在勤・在学のアマチュアの
芸能グループ１5団体（選考）。ステージへの搬入・出演・搬
出で30分以内です。　
募　①は郵送・ファクス・メールで、必要事項を、４月3日
（水）までに②は郵送または直接、市ウェブなどにある応募
用紙と全員が入った１枚写真・出演内容を記録したＤＶＤ・
ＣＤなどを3日午後5時までに、本庁舎４階のみどり公園・
水辺課☎2１―9852薨23―9４６７ midori@へ。

と
、﹁
私
が
考
え
る
食
育
﹂を
テ
ー

マ
に
し
た
作
文（
400
字
程
度
）を
、

３
月
22
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―

0082
東
豊
田
448
―
３
健
康
課
☎
55
―

２
１
１
１
薨
55
―
２
１
３
９

 
kenko@

へ
。

市
長
と
語
ろ
う
！　

ほ
っ
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

25
年
度
も﹁
あ
な
た
の
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
﹂を
テ
ー
マ
に
し
ま

す
。
各
地
域
で
提
案
し
た
い
こ
と

な
ど
を
市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
開
催
地
区
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
、
各
20
人（
抽
選
）。

①
城
島
地
区　

４
月
18
日（
木
）午

後
７
時
～
９
時
。城
島
公
民
館（
小

鍋
島
271
―
１
）。

②
富
士
見
地
区　

23
日（
火
）午
後

７
時
～
９
時
。富
士
見
公
民
館（
中

里
11
―
21
）。

募　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
、
必
要
事
項
・
希
望
日
を
、
３

月
28
日（
木
）ま
で
に
、市
民
情
報
・

相
談
課
☎
21
―
８
７
６
４
薨
０
１

２
０
―
７
０
４
５
８
９

jousou@

へ
。

び
わ
っ
子
ク
ラ
ブ
の
会
員

　

豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
る
、
び

わ
青
少
年
の
家（
土
屋
２
７
１
０

―
１
）で
、
作
物
の
収
穫
体
験
や

工
作
、
野
外
炊
事
な
ど
の
活
動
を

す
る﹁
び
わ
っ
子
ク
ラ
ブ
﹂の
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
４
月
～
平
成
26

年
２
月
に
９
回
程
度
、
活
動
す
る

予
定
で
す
。

　

１
年
間
活
動
で
き
る
、
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
校
４
年
生
～
中

学
生（
４
月
１
日
現
在
）。30
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。
１

５
０
０
円
。
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
実

み
物
。
動
き
や
す
い
服
と
靴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
で
、
３
月
１
日（
金
）～

15
日（
金
）の
平
日
、
商
業
観
光
課

☎
35
―
８
１
０
７
へ
。

生
き
が
い
事
業
団
寺
子
屋

　

見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
各
12
人（
先
着
順
）。
別

途
、
教
材
費
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

成
人
向
け　

①
パ
ソ
コ
ン
初
・
中
級　

週
１
回
。

４
５
２
０
円
。
開
催
時
間
な
ど
詳

細
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

②
絵
画
入
門　

月
３
回
、月
曜
日
、

午
前
10
時
～
正
午
。２
３
０
０
円
。

鉛
筆
・
水
彩
画
道
具
・
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
な
ど
。

③
書
道
初
級　

月
３
回
、水
曜
日
、

午
前
10
時
～
正
午
。２
３
０
０
円
。

習
字
道
具
。

④
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
入

門　

月
２
回
、
木
曜
日
、
午
前
10

　

駅
西
口
第
３
駐
輪
場（
写
真
）が

４
月
１
日（
月
）か
ら
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅

西
口
の
北
側
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
３
階
に
平
塚
駅
西
口
改
札
へ

の
連
絡
通
路
が
あ
り
ま
す
。
1
階

は
一
時
利
用
分
で
す
。

❖ 

定
期
利
用
者
を
募
集

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
定
期
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。
自
転
車
の

定
期
利
用
分
は
２
階
１
０
８
５
台

３
階
１
１
１
５
台
。
１
カ
月
２
０

０
０
円
。
１
人
１
台（
先
着
順
）。

募　

３
月
16
日（
土
）か
ら
、
駅
西

口
第
３
駐
輪
場
１
階
管
理
事
務
所

☎
24
―
０
０
２
０
で
配
る
申
込
書

を
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時
に
直

接
、
同
事
務
所
へ
。
１
カ
月
分
以

上
の
駐
車
料
金
が
必
要
で
す
。
３

月
15
日（
金
）以
前
の
問
い
合
わ
せ

　東日本大震災発生から２年が過ぎようとしています。防災に
ついてもう一度考えましょう。
①防災パネル展　東日本大震災の被災状況などを紹介します。
　ⓐ３月１日（金）～３１日（日）。西・南・北の図書館ⓑ１日（金）～
１5日（金）。本庁舎１階市民ホール。
②防災啓発ＤＶＤの上映
　３月９日（土）午前１0時・午後２時。中央図書館。
③特集展示　防災関連書籍を展示します。
　３月１日（金）～３１日（日）。南図書館。　
問　防災危機管理課☎２１―９７３４

し
、
４
月
30
日（
火
）ま
で
に
〒
254

―
0081
豊
田
打
間
木
692
―
５
渋
田
川

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
岸
☎
53

―
２
１
８
１
へ
。

東
海
大
学
市
民
講
座
・
語
学

12
回
シ
リ
ー
ズ
の
受
講
者

　

経
験
豊
富
で
日
本
語
が
分
か
る

東
海
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー

の
ネ
ー
テ
ィ
ブ
講
師
が
教
え
ま

す
。
英
語
・
韓
国
語
・
フ
ラ
ン
ス

語
・
中
国
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
の
６
カ
国
語
で
、
レ
ベ
ル

ご
と
に
開
き
ま
す
。

　

４
月
13
日
～
７
月
６
日
の
土
曜

日
、
全
12
回
、
午
前
９
時
20
分
～

午
後
２
時
55
分
の
間
で
90
分
授

業
。
東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館（
北
金
目
４
―
１
―
１
）。

各
コ
ー
ス
30
人（
先
着
順
・
５
人

未
満
の
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
）。

１
万
２
０
０
０
円
。
教
材
費
は
実

費
負
担
で
す
。

募　

３
月
６
日（
水
）以
降
の
平

日
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
に
、

東
海
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
☎
03
―
５
７
９
３
―
７
１

３
３
へ
。
各
講
座
の
詳
細
は
東
海

大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
58

―
１
２
１
１
内
線
４
５
５
２
で
案

内
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
者

　

就
職
に
役
立
つ
、
基
本
的
な
パ

ソ
コ
ン
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

講
座
で
す
。

　

①
事
前
説
明
会　

３
月
16
日

（
土
）午
前
10
時
～
正
午
。
県
西
部

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
小
田
原
市
城
山
１
―
６
―
32
）

②
講
座　

26
日（
火
）～
28
日

（
木
）、
全
３
回
、
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
。平
塚
市
勤
労
会
館
。

　

市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
在
住

で
、
就
職
を
希
望
す
る
15
～
39
歳

の
方
15
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
３
月
１
日（
金
）午

前
10
時
か
ら
県
西
部
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４
６

５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
振

興
財
団
総
務
施
設
課
☎
35
―
８
１

０
８
へ
。

❖ 

臨
時
自
転
車
駐
車
場
は
閉
鎖

　

市
民
セ
ン
タ
ー
北
側
の
見
附
台

公
園
に
開
設
し
て
い
た
臨
時
自
転

車
駐
車
場
は
、
駅
西
口
第
３
駐
輪

場
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
閉
鎖

し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
塚
駅
西
口
で
進
め
て
い
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
で
、
３
基

が
完
成
し
、
３
月
21
日（
木
）午
前

11
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
駅
改
札
内

の
上
下
線
ホ
ー
ム
２
基
と
、
西
口

北
側
の
駅
西
口
第
３
駐
輪
場
と
一

体
整
備
し
た
１
基
で
す
。
い
ず
れ

も
11
人
乗
り
。
地
上
階
か
ら
改
札

階
、
ホ
ー
ム
ま
で
階
段
を
上
り
下

り
す
る
こ
と
な
く
移
動
で
き
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
ま
す
。

⦿
南
側
は
工
期
を
延
長

　

西
口
南
側
の
1
基
は
基
礎
の
設

置
予
定
場
所
か
ら
古
い
基
礎
が
発

見
さ
れ
た
た
め
、
工
期
を
10
月
末

ま
で
延
長
し
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
☎
21
―

８
７
８
３

西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
利
用
開
始

緑化まつりに
 参加しませんか

3・11を
忘れない

４月１日にオープン


